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【実験・結果】TG 法では、パルス幅 150fs のチタンサファイアレーザーを光源として、励起光
とプローブ光の波長はそれぞれ530nmと778nmで測定を行った。図１に過渡回折格子応答を示す。 
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図１ N3 色素の吸着時間を変化させたTiO2の過渡回折応答 
(a)空気中 (b)電解質中 
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